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DiesenAufsatz habe ich vonProfessorHiguchi zu lesenbekommen,






Japanisch.UnterhaltsameGespräche, in denen ich seineKenntnisse













































für alle anderenGesprächeund für seineBereitschaft zum lebhaften,
weltoffenenGespräch. IchwerdeseineHaltung- ichmöchtesiealseine
dialogischeEinstellungzumMenschenundzurWeltbezeichnen-immerin
guterErinnerungbewahren.
（１）樋口兼次：「近代産業技術の移入・摂取、日本海軍軍艦になった四
代目ビーグル号」、日本経営史料大系、第七巻、1993年、p.21ff
（２）樋口兼次：「60年ぶりに再開した１冊の本」図書館だより第42号
2013.10
2014年１月
C. Amann
樋口兼次先生のご退職によせて
地の果てまで我々を導いてくれる本に比類するようなフリゲート艦など、
ありはしない！
 エミリー・ディキンソン（1830-1886）
樋口教授は、彼の論文「近代産業技術の移入・摂取」（注1）において、
チャールス・ダーウィンが世界巡航した調査船ビーグル号が鹿児島藩に
よって買い取られ、明治時代に名前を変えて海軍省に引き取られた経緯に
ついて書いている。彼は、薩摩藩士が、「ダーウィンのビーグル号」では
なく、彼らにとっては軍事的な価値ある船を入手したと論じる。すなわ
ち、当時の日本は、３本マストのフリゲート艦に蒸気機関が追加的に備え
られている点を評価し、航海上の歴史的価値を日本の産業の近代化に結び
付けたのである。
しかし事実は、調査船ビーグル号は、かの有名な研究者ダーウィンの世
界巡航を可能にし、その結果としての彼の著書『種の起源』や人類に関す
る新学説を確立させたのであり、それらはビーグル号が日本に来た後に
なって日本にもたらされたのであった。
樋口教授は、ダーウィンの本が数々の翻訳を経て段階的に日本に紹介さ
れ、日本の近代化が最初は技術的分野から始まり、その後かなりの時間的
間隔をもって社会科学、自然科学が相互に関連なく日本に紹介されたと述
べている。彼は、あらゆる外部からの近代化の問題点や知識の移転の難し
さについて数ページを割いて見解を記述している。
私は、樋口教授とビーグル号について話し合う機会があったが、その後
彼は論文を読むようにと渡してくれた。私は、世界を巡行し英国から日本
に来たビーグル号の歴史についての会話、その後の彼との会話を思い出
す。それは、種々の範疇のテーマ、世界中の多くの場所、それはヨーロッ
パからウクライナのキエフから日本に至るまで、またドイツ語、フランス
語、日本語について行われた。その退屈しない会話から、彼の知識と彼の
話し好きで親切な性格を高く評価するようになった。如何にビーグル号が
世界中を巡行して、西欧に門戸を開けつつあった日本に新しい知識をもた
らしたかということのみならず、人間と人間を繋ぎ合せてコンタクトを築
き上げた。全ての知識は、このコンタクト無しでは何の意味があるだろう
か？
樋口教授との親切で思いやりのある会話から、私は常に多少とも世界の
ことを知り、他の人との話し合い、人間関係を築き上げる術を知った。
他人と話し合い、人間を互いに結び付けるという彼の能力は、もちろん
彼が経営学部長として働いていた時の課題の一つであったと思う。
お互いに対話し、人間関係を創り、それを緊密にし、相互理解を深める
相互対話の姿勢は、人間の社会生活における難問を克服し、コンタクトの
価値を高めることに役立つ。
さて、もう一度ビーグル号の話に戻すと、あらゆる研究と調査は、それ
自体一種の対話とみなすことができる。それは、世界との科学的な対話で
その特性を探し出し、発掘することである。
樋口教授が公表した膨大な彼の著作リストを一瞥すると、彼の科学的分
野における幅の広さを高く評価することができる。私は、彼の仕事の背景
にある科学的な能力と総合的な研究について驚嘆しつつ考えるが、彼の研
究の評価を単に科学的な範疇のみでなく、それは彼の人生経験の媒体であ
ると、我々の対話の体験から一般的に言うことができる。
彼の短いエッセイ「60年振りに再開した１冊の本」（注２）から、彼の本
に対する愛着と人生における言葉の価値の位置づけを読み取ることができ
る。夢をみて１冊の童話を思い出し、その本は幼年時代に引き戻させ、彼
の両親や兄姉に導いてくれる。その思い出のために彼は、何カ月もかけて
東京の図書館で本を探した。
１艘の船が大海に乗り出すように、その関係は１冊の本が人生に対する
のと同じである。それは、我々を遠く地の果てまで連れて行ってくれて、
また元の所に戻してくれる。そして、思考の中で本は、他の世界とのコン
タクトや他の人との対話、新しい次元で、我々自身の体験をはるかに越え
たレベルでの意見の交換を可能にする。この交換から何かを語り、何かを
伝え、さらに他の人に移転するという生き方を樋口教授は行ってきた。
以上が私の、世界巡航をしたビーグル号、種々の書物や知識の移転、人
間同士のコンタクトを深める対話についての考えである。私は、樋口教授
とのコンタクト、彼の親切な性格、彼の豊富な知識と人生経験に触れるこ
とができたことに感謝する。今ここにおいて、彼のビーグル号に関する論
文とそれに関する対話、その他の会話および彼の世界でオープンで活発な
ディスカッションをする用意があったことに感謝したいと思う。
私は、彼の他人や外界との対話をする態度、性格を私の大切な記憶とし
て留めておきたいと思う。　
（注１）樋口兼次「近代産業技術の移入・摂取、日本海軍軍艦になった四
代目ビーグル号」『日本経営史料大系』第七巻、三一書房、1993
年、p.21ff
（注２）樋口兼次「60年ぶりに再開した１冊の本」図書館だより（白鷗
大学総合図書館）第42号2013.10
 2014年１月
 クレメンス・アマン
 （ひ）
